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第 8号平成 25年 12 月 1日発行

　豊田市内の「荒廃農地」（耕作放棄地・遊休農地）は、実に全農地の１６％（
約 1，800ha） にまで及んでいます。平成 20 年度から、毎年こうした荒廃農地の
現地調査を農業委員が行っています。その結果、荒廃農地の現地調査図ができ、
全体の状況が詳しく把握できるようになりました。平成 25 年度からは、荒廃農
地の中から、本来の農地に復旧できるかどうかを見定める調査に取りかかりまし
た。複数の農業委員の知見により偏りのない判断をして、すでに山林化した農地
などは、非農地通知により地目変更を指導しています。重要なことは、本来の耕
作される農地にすることですが、それには多くの課題があります。平成 25 年度
から耕作に向けた指導通知を行ったり、農地バンク制度活用などにより荒廃農地
の解消に努めています。今後も継続した活動を行う予定です。
　写真は、気温が 34 度を超える猛暑の中、足助・栃本町地内で現地調査をする

「荒廃農地」の現地調査に汗を流す農業委員

２・・・・・）トーノめゆ（人農夢集特
６・・・・・・・・題話／ＳＣＩＰＯＴ
８・・・・・・・・・・・・・書議建
８・・・・・・・・・・・・・記後集編

I N D E X

発行 /豊田市農業委員会

企画 /農業委員会だより編集委員会

TEL  0565-34-6639   FAX  0565-33-8149
Email : nousei@city.toyota.aichi.jp 

―8－

地区 　氏名 　　　　住所

挙母 光輪　龍雄 樹木町
 水野　勝彌 東梅坪町
 石川　範明 柿本町
 板倉　速雄 今町
上郷 岡田　善明 福受町
 佐藤　家三男 鴛鴨町
 成田　悟 畝部東町
 清水　雅洋 永覚町
高岡 都築　猶之 中町
 花井　靖雄 駒場町
 中野　政好 前林町
 杉本　久 上丘町
 安田　稔生 若林西町
 前田　文雄 西岡町
 稲垣　壽男 花園町
 岩月　幸雄 宝町
猿投 奥村　八千子 荒井町
 赤川　学 加納町
 内田　道広 浄水町
 𠮷田　修次 上原町
 梅村　源次 藤沢町
 鈴木　正人 大畑町

 安藤　加代子 井上町
高橋 鈴木　正幸 野見町
 梅田　仁一 平井町
 柴田　釟義 市木町
 今井　靖 百々町
松平 宇野　金造 中垣内町
 大橋　鋭二 松平町
 伊藤　矢須子 岩倉町
藤岡 中村　正寿 西中山町
 山内　昭一 木瀬町
 山田　主成 西中山町
小原 尾形　戰一 永太郎町
 土屋　鎬示 西細田町
足助 原田　鈔治 綾渡町
 髙橋　鎭　　　 下国谷町
 加納　一範 怒田沢町
 小林　学 四ツ松町
 鈴木　博 栃ノ沢町
下山 中根　清茂 花沢町
 荻野　正昭 黒坂町
旭 渡邉　実 万町町
 近藤　清 余平町
稲武 𠮷原　克己 黒田町
 塚田　光生 押山町

■農業委員に関するお問い合わせは
　　　農業委員会事務局
　　　電話　34 － 6639

【平成２５年度　敬称略・順不同】

豊田市の農業委員は
次の皆さんです
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農業に夢を持ちたい。
未来を農業に託したい。
人の力と繋がりを信じて！

　31 戸のプロ農家が力を合わせています。豊田
市とみよし市の、意欲ある農家の集まりが「夢農
人とよた」（ゆめノート・とよた）です。
　「夢農人とよた」のメンバー全員を紹介します。　
あふれる若さとエネルギー、これが魅力です。農
業経営に新風を吹き込み、これからの農業を担う
力強い存在です。

①農業生産法人 株式会社 中甲②前林町③代表/杉浦俊雄（47歳）
④高岡の農地の維持・管理を目的として米・麦・大豆・野菜を栽培

①関谷醸造㈱稲武工場②黒田町③代表/遠山久男（55歳）
④オーダーメイド酒の受注、酒造り体験ができます

①農業生産法人みどりの里②栄生町③野中慎吾（33歳）　野中浩
美（35歳）　④米・イチゴ・野菜・ブルーベリー　肥料と農薬を
使用しない自然栽培

①こだわり梨園②乙部町③梅村紀人（38歳）　④梨専門（8～12月
まで直売）、スーパー完熟梨が特徴　飲食店経営（ランチ・ディナー）

①大橋園芸②鴛鴨町③大橋鋭誌（38歳）
④各種野菜・水稲が主力。レストランも経営

―２－―３－

【農家紹介の説明】
①屋号・会社名
②所在地
③生産者名 /年齢
④特徴

①宮澤養鶏園②花本町③宮澤勝典（45歳）④健康
第一の設備環境から食べて分かるおいしさの提案

①ちゃーりー’ｓガーデン②稲武町③西尾昌直（34歳）　
④鉢花、花苗の生産、オリジナル品種を育成

①mama's農園②桝塚東町③道岡美香子（42歳）
④米・麦・大豆を生産。お米ジェラートも商品化

①加藤洋らん苑②福受町③加藤宏樹（41歳）
④オリジナルな蘭と野菜を作っています

①近藤果樹園②みよし市三好町③近藤人史（35歳）
④梨・柿を栽培、８～１２月まで出荷

①トヨタファーム②堤本町③鋤柄雄一（44歳）
④小麦主体のエコフィールドを給餌した三州豚を生産

①久保田牧場②上原町③久保田健一（42歳）
④牛乳や肉牛を生産する傍ら、酪農ファームとしても活動

①㈲はっぴー農産②四郷町③黒野貴義（33歳）
④米と桃の生産販売、RCにて乾燥籾摺り受託

①㈲佐久間養鶏場②浄水町③佐久間和彦（56歳）
④気温や産卵率を考慮して餌を配合しています

①㈲大地 まねきねこ②竜神町③石川正俊（49歳）
④麦・水稲自家生産品を使ったパン・焼菓子
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④高岡の農地の維持・管理を目的として米・麦・大豆・野菜を栽培
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①池ケ平牧場②大野瀬町③新美智成（36歳）
④環境と餌にこだわった名古屋コーチンを飼育しています

①四季彩農園②川面町③川口哲也（47歳）
④水耕栽培で葉物野菜を生産

①NPO法人 Earth as Mother 農事業部②藤岡地区他③代表/市川真大
（31歳）④自然循環法の米、古代米、大豆、無農薬野菜多数

①倉橋園芸②広美町③倉橋幸嗣（28歳）
④シンビジウム専作、アーチ型仕立てに力を注いでいます

①はせがわ農園②亀首町③長谷川洋史（37歳）
④桃・梨・柿、7～10月まで直売所にて販売

―４－―５－

①碧園 お茶の純平②吉原町③山内祥正（46歳）
④こだわりの手摘み抹茶を挽きたてでお出しします

①ながた農園②汐見町③永田岳志（40歳）
④苺専門。デザートでなく食材として苺を提案

①もものみせ ②羽布町 ③高田浩倫（38歳）
④幻の緑米（古代米）を使ったおいしいお餅です

①谷澤牧場②桝塚西町③谷澤晃美（40歳）
④肉牛（黒毛和牛）肥育
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①くらら農園②林添町③安藤源（31歳）
④安心安全でおいしいものを作っています

①山本ぶどう園②みよし市打越町③山本哲之
（58歳） ④ぶどうの直売（8月中～９月中まで）

①なのはな農園㈱②花丘町③梅谷岳志（40歳）
④安心安全な菜種栽培と関連商品販売

①のらしごと②市木町③内田充（39歳）
④糖度13度の甘いねぎを生産

①いしかわ製茶②豊栄町③石川龍樹（34歳）　
④上郷・下山地区で、主に有機栽培茶を生産

①ビービーファーム②堤本町③加藤成人（41歳）
④蜜源を自分で確保できるよう努力

談
対

①水耕房いなぶ②御所貝津町③安藤真也（27歳）
④県内初の白い発芽にんにくを栽培。新規就農です
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。
苗
農
家
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
消
費
者
の
口
に
入

る
と
こ
ろ
ま
で
手
が
け
た
い
と
漠
然
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
シ
ェ
フ
と
の
出
会
い
も
含

め
て
夢
農
人
が
契
機
で
す
。「
こ
れ
っ
て
、

な
れ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
な
！
」
と
、
天

の
力
を
感
じ
ま
す
よ
。



川
石
●

　

し
に
業
稼
を
売
販
と
産
生
の
茶
お

い
大
が
援
支
や
報
情
の
間
仲
も
に
大
拡
路
販

の
業
農
で
形
な
う
よ
の
」
会
く
聞
を
話
の
人

橋
大
●

　

で
在
存
の
て
し
と
点
は
人
一
人
一

①池ケ平牧場②大野瀬町③新美智成（36歳）
④環境と餌にこだわった名古屋コーチンを飼育しています

①四季彩農園②川面町③川口哲也（47歳）
④水耕栽培で葉物野菜を生産

①NPO法人 Earth as Mother 農事業部②藤岡地区他③代表/市川真大
（31歳）④自然循環法の米、古代米、大豆、無農薬野菜多数

①倉橋園芸②広美町③倉橋幸嗣（28歳）
④シンビジウム専作、アーチ型仕立てに力を注いでいます

①はせがわ農園②亀首町③長谷川洋史（37歳）
④桃・梨・柿、7～10月まで直売所にて販売
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①碧園 お茶の純平②吉原町③山内祥正（46歳）
④こだわりの手摘み抹茶を挽きたてでお出しします

①ながた農園②汐見町③永田岳志（40歳）
④苺専門。デザートでなく食材として苺を提案
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▲平成25年9月26日に紹介されたフェ
イスブックぺージの事例です。
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S

農業の
話題

あれこ
れ

▲おいしいパンの秘密は、小麦をベースに玄米を加え
て作った天然酵母です。この天然酵母が味を良くします。

▲受賞伝達を受ける梅谷さん。全国で
31 団体、愛知県では 1団体のみです。
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▲有機栽培の南高梅は人気。手入れにも愛情をこめて育成する
可児勉さん。梅狩りなど、電話で予約すれば確実です。

▲平成 24 年に整備された足助の大河原町地内の緩衝帯。
補助額は内容で異なりますが、ここは 23万 2千円です。

▲堀田畜産では養豚から加工まで責任を持って経営。美
味しい肉質には、こだわりを持つ 3代目堀田秀樹さん。
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豊田市
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第 8号平成 25年 12 月 1日発行

　豊田市内の「荒廃農地」（耕作放棄地・遊休農地）は、実に全農地の１６％（
約 1，800ha） にまで及んでいます。平成 20 年度から、毎年こうした荒廃農地の
現地調査を農業委員が行っています。その結果、荒廃農地の現地調査図ができ、
全体の状況が詳しく把握できるようになりました。平成 25 年度からは、荒廃農
地の中から、本来の農地に復旧できるかどうかを見定める調査に取りかかりまし
た。複数の農業委員の知見により偏りのない判断をして、すでに山林化した農地
などは、非農地通知により地目変更を指導しています。重要なことは、本来の耕
作される農地にすることですが、それには多くの課題があります。平成 25 年度
から耕作に向けた指導通知を行ったり、農地バンク制度活用などにより荒廃農地
の解消に努めています。今後も継続した活動を行う予定です。
　写真は、気温が 34 度を超える猛暑の中、足助・栃本町地内で現地調査をする

「荒廃農地」の現地調査に汗を流す農業委員

２・・・・・）トーノめゆ（人農夢集特
６・・・・・・・・題話／ＳＣＩＰＯＴ
８・・・・・・・・・・・・・書議建
８・・・・・・・・・・・・・記後集編

I N D E X

発行 /豊田市農業委員会

企画 /農業委員会だより編集委員会

TEL  0565-34-6639   FAX  0565-33-8149
Email : nousei@city.toyota.aichi.jp 
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地区 　氏名 　　　　住所

挙母 光輪　龍雄 樹木町
 水野　勝彌 東梅坪町
 石川　範明 柿本町
 板倉　速雄 今町
上郷 岡田　善明 福受町
 佐藤　家三男 鴛鴨町
 成田　悟 畝部東町
 清水　雅洋 永覚町
高岡 都築　猶之 中町
 花井　靖雄 駒場町
 中野　政好 前林町
 杉本　久 上丘町
 安田　稔生 若林西町
 前田　文雄 西岡町
 稲垣　壽男 花園町
 岩月　幸雄 宝町
猿投 奥村　八千子 荒井町
 赤川　学 加納町
 内田　道広 浄水町
 𠮷田　修次 上原町
 梅村　源次 藤沢町
 鈴木　正人 大畑町

 安藤　加代子 井上町
高橋 鈴木　正幸 野見町
 梅田　仁一 平井町
 柴田　釟義 市木町
 今井　靖 百々町
松平 宇野　金造 中垣内町
 大橋　鋭二 松平町
 伊藤　矢須子 岩倉町
藤岡 中村　正寿 西中山町
 山内　昭一 木瀬町
 山田　主成 西中山町
小原 尾形　戰一 永太郎町
 土屋　鎬示 西細田町
足助 原田　鈔治 綾渡町
 髙橋　鎭　　　 下国谷町
 加納　一範 怒田沢町
 小林　学 四ツ松町
 鈴木　博 栃ノ沢町
下山 中根　清茂 花沢町
 荻野　正昭 黒坂町
旭 渡邉　実 万町町
 近藤　清 余平町
稲武 𠮷原　克己 黒田町
 塚田　光生 押山町

■農業委員に関するお問い合わせは
　　　農業委員会事務局
　　　電話　34 － 6639

【平成２５年度　敬称略・順不同】

豊田市の農業委員は
次の皆さんです
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